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2012 年が始まりました。今年は、日本ライトハウスが創立 90 周年を迎えます。

当初は、日本の点字が考案されて 30 年ほど経過していましたが、点字図書はまだま

だ行き届いていなかった時代。そんなときに、点字出版所を出発点とし、産声を上げ

たことを考えると、感慨深いものがあります。 

その後、多くの点字図書が製作され、今では視覚障害者も自由にいつでも読みたい

図書を読める環境になってきました。一方で、点字離れという問題が取りざたされる

ようになって久しい現実もあります。改めて点字図書のあり方、今後どのような図書

作りを目指していけばよいのかを、じっくり考えなければなりません。 

堅いことを書きましたが、今年も読者にとって必要な図書、「読みたい」ときに「読

める」点字図書を作っていきましょう。        （点字製作係 奥野
お く の

真里
ま り

） 

 

【 お知らせ 】 

２月１１日（土）建国記念の日 休館 

３月 ７日（水）ボランティア交流会 
（１０：００～１５：００ 玉水記念会館にて） 

３月２０日（火）春分の日   休館 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

  

    

日本ライトハウス情報文化センター 

     点字製作係 

〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1-13-2-8F 

℡ 06-6441-1028（点字製作直通） 

℡ 06-6441-0015(代表） FAX 06-6441-0095 
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 ■「なぜ点字教科書は必要なのか」■ 
    2011 年「教科書点訳連絡会」セミナー報告 
  

昨年 11 月 23 日に当センターにおいて、全国視覚障害児童・生徒用教科

書点訳連絡会のセミナーが開催されました。豊中市の小学校で学ぶ児童の事

例が報告され、それを受けて、筑波技術大学教授・長岡英司氏から、「点字

教科書の必要性」についてご講演いただきました。 

以下に、当日参加されたボランティアの方からの感想をご紹介します。 

 

「確かに、自分で、正しく学べる」ために 

点字製作ボランティア 上山
うえやま

明美
あ け み

 
 

 私は点字教科書の製作に携わって４年目になります。初めて点字教科書のセミナー

に参加し、いろんな立場の方のお話を聞くことができました。豊中市の小学校の事例

は、入学前からの学校、支援センター、支援員さんとの連携が非常に密で、１年生が

順調に学校生活に適応できている良い例だと思いました。一人でも多くの生徒さんが

このような環境で学べることを願います。また、長岡先生は視覚障害を持つ生徒さん

が「確かに、自分で、正しく学べる」ために点字教科書が必須と話されましたが、理

解できる教科書を製作する点訳者としての責任の重さを感じました。 

原本に忠実に作図するとかえって複雑になる場合があるので、いかにわかりやすく

図を表現するかに頭を悩ませることが多いです。今回のセミナーでは、盲学校で使用

されている教科書や絵本を見せていただいたり、理解しやすくするために図を分割し

たり、段階的に書くとのお話を伺えました。 

 より良い点字教科書を製作するために、今後、私たちの点訳した教科書の利用者の

声を聴ける機会や他の点訳教科書を目にする機会があればいいと思います。 

わかりやすい教科書の点訳を目指し、皆さんにご指導いただきながら経験を積んで

いきたいと気持ちを新たにしました。 

 

ひとりひとりの生徒へ適切な支援を 

                    点字製作ボランティア 塚本
つかもと

壽子
ひ さ こ

 
 

 一昨年の秋、はじめて、算数の教科書の点訳に取り組みました。図の点訳（BES）

を始めたばかりだった上に、理解しやすく表す難しさもあり、期限もありで、ただ仕

上げることに追われた半年間でした。その間、点字教科書はどのように使われている

のだろうと思っていました。それで「なぜ点字教科書が必要なのか」というテーマに
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惹かれて参加しました。 

 教科書の問題だけではないことを教えられました。教科書を用いた学習だけではな

く、学校生活そのものへの指導・支援が不可欠で力をそそがれていることにも改めて

気づかされました。盲学校では、線をたどるところから、丁寧に触察の練習がなされ

ているのに比べて、普通校に入学して、他の生徒たちと同じ内容の教科書に向かって

いるとすれば、理解されているんだろうかという疑問がわくと同時に、指導者・支援

者の役割の重さを感じました。点字教科書の場合、それを使用する人はわかっており

現場からの情報やフィードバックがあれば、よりその人に適切なものができるのでは

ないかと思いますが、実際にはどのようになっているのでしょうか？ 自分の訳した

教科書が本当に現場で役に立っているのだろうか？ もっと改良すべきところがあ

ったのではないか？ 怖いけれど知りたいと思います。 

 点字教科書の有用性が述べられ、教科書の点訳には高い技能が求められるといわれ、

カツを入れられた気がします。今度は今春提出の理科をすることになり、重圧で縮み

そうですが、正確でわかりやすいものを目指して力をつくしたいと思っています。 

 

 

■専門点訳講習会「漢文コース」が終了■ 
 

11 月１日～12 月６日の毎週火曜日、全６回にわたって専門点訳講習会

「漢文コース」が行われました。今回は、音訳ボランティアの佐久間かず

子氏、点訳ボランティアの澤田祐子氏、小原二三夫職員が講師を務めまし

た。毎回２時間があっというまに過ぎてしまい、充実したプログラムとな

りました。以下は、今回の講習会を受講した方の感想です。 

 

   「漢文コース」を受講して 

点字製作ボランティア 山本
やまもと

普実雄
ふ み お

 
 

 最初の４回は、基礎から始まり、読み下しの講義で、後の２回は、点訳の仕方でし

た。私にとって漢文は、高校以来です。 

 まず基礎は、わかりやすい資料をもとに一つ一つ丁寧に説明して頂き、楽しく私な

りに興味をもって勉強させていただきました。ゆっくりと教えていただいたとおり

「レ点」「一・二点」「上下点」等と順番に読んでいくと、私にも読める文章もありま

す。読めると楽しくなります。「大阪市史」抜粋の資料は、ふりがなもなく難しくて

読めません。練習のため順番に読み下していくのですが、皆さんスムーズに読まれる

のには感心しました。後の 2 回は、符号などを使っての実際の点訳について教えてい
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ただきました。読み下し文の模範例などもいただきました。 

終えてみると短い６日間でした。漢文符号を使って点訳したことはありませんが、

読み下さなくてはならない文章も出てきます。今まではベテランの方に頼りきりでし

たが、これを機に尐しは役立たせたいと思います。講師の方にはご多忙中、わかりや

すい資料を準備していただき、有り難うございました。 
 

 

● 点から始まり、線、面へとどこまでも広がる 
私のライフワーク 

（小原
お ば ら

二三夫
ふ み お

職員「講演会」のご案内 ） 
 

 これまで、日本ライトハウスで数々の点字図書・教科書の校正をはじめ、「コン

サイス英和辞典」（点字全 100 巻）の編集・出版にも携わってきた小原二三夫職

員の講演会を開催します。利用者と、ボランティアの皆さんと、職員とともにさ

まざまな難問関門を経験し乗り越えてきた小原職員。点字への熱い思いと“触る”

ことへのこだわりを 2 時間たっぷり語ってもらいます。  
 

日時：2012 年 3 月 31 日（土）13:00～15:00 

      場所：当センター会議室 1・2 
    
（ご希望の方は、点字製作係の職員までお申し込みください。会場の都合上、 

定員に達した場合は締め切らせていただきます。） 

 
 
 

 

■「奥付」の書き方と点訳例■ 

 

 奥付は本によって表記や内容がまったく異なります。どの項目をどのように点訳す

べきか、当センターでの奥付点訳の原則と点訳例をご紹介します。 

 

① 点訳する奥付の項目は原則として次のとおりです。 

「書名」「著者」「発行所」「発行日」「定価」「ＩＳＢＮ」の順。 

点訳書に関する情報である「製作」「点訳年月」「点訳者」。 

      書き方は基本的には原本どおりですが、まぎらわしい場合は職員にご確

認ください。 
 

 ②「発行者」「製本・印刷」「装丁」「デザイン」などの項目は省略します。 

また「落丁・乱丁本はお取替えいたします」の文や日本複写権センターの

内容に関する情報など、墨字原本に関する内容も省略します。 

(C)WANPUG 
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     ③ シリーズになっている書籍は、シリーズ名を「書名」のところにカッコがき

で点訳します。ただし、各出版社が便宜上記載している仮名と数字で表され

た「図書番号」（点訳例の例２の場合：た１９-５）は省略します。 

（ＩＳＢＮとは異なるので注意してください。） 
 

   ④「著者」以外に「監修者」「編者」等がある場合は、そのとおり点訳します。

また、翻訳本の場合は「訳者」も点訳します。 
 

   ⑤ 発行所の「ＵＲＬ」、「メールアドレス」が記載されていたら点訳します。 
 

   ⑥ 発行日の「刷」は「すり（ずり）」と点訳します。 

また、複数刷の場合は、「初版第１刷の発行日」と、「最新（その原本）の発

行日」を点訳します。 
 

   ⑦「定価」が奥付に記載されていない場合は、表紙カバーなどから引用します。 
 

⑧ 奥付は奇数ページから書き始めます（２２行設定の場合はページ変えになり 

ます）。また、奥付にはページは入れません。 
 

   ⑨ 点訳書に関する情報との間には点線の区切り 

線を入れます。ただし、点線が裏ページの１ 

行目にきた場合は省略します。 

 

 

 

 

 ●点訳例 

  例１ 『ウィキリークス』 シリーズ名の入った③の例 

 例２ 『小夜しぐれ』 シリーズ名の入った③、ＵＲＬの書き方⑤の例 

  例３ 『生きものたちの奇妙な生活』 翻訳本で④の例 

  例４ 『コンピュータ用語事典』 複数刷の⑥の例、および発行日が元号になっ

ている例 

 例５ 『地図で見る日本の歴史』 監修者が記載されている④の例、ＵＲＬの書

き方⑤の例、複数刷の発行日の書き方⑥の例 

  例６ 『男の一日一作法』 メールアドレスの入った⑤の例 

例７ 『男も女も更年期から始めよう』 発行所の連絡先が記載されていない場

合の例、ＦＡＸ番号が記載されている例 

 例８ 『巻き込む力』 墨字原本に関する情報を省略した②の例。（２２行設定

の例） 

おくづけ 

 書名 ○○ 

 著者 ○○ 
 ・ 
 ・ 
 ・ 
 
 製作 日本ライトハウス 
情報文化センター 

 点訳年月 ○○年○月 

 点訳者 ○○○ 

点線の区切り線 

点
訳
書
に 

関
す
る
情
報 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
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例１ 

  （点訳例はｐ10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  例２ 

（点訳例はｐ12） 
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   例３ 

（点訳例はｐ14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  例４ 

（点訳例は 

ｐ16） 
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 例５（点訳例はｐ18） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 例６ 

（点訳例はｐ20） 
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 例７ 

（点訳例はｐ22） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 例８ 

（点訳例はｐ24） 
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